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会議議事録 

会議名 ２０２５年度 第１回学校関係者評価委員会 学科  

開催日時 令和 7年 11月 12日(水) 18:30～20:20 開催場所 本校 基礎工学実習室 

参 加 者 

学校関係者評価委員（50音順） ※トリニティカレッジ広島医療福祉専門学校 

田渕 譲：卒業生代表 

  

塚広学校長 

前 眞一郎：高等学校代表 宅野教務部長・斎木事務課長 

宮本 照彦：中央内科クリニック 事業運営本部長 各科学科長：吉岡・河地・杉野・坂本 

米川 晃：学校法人 青葉学園 理事長  

  

議 題 

1 

2 

 

 

3 

2025 年度教育活動報告（資料 1） 

2025 年度自己評価 中間報告 

①重点目標（資料 2） 

②自己点検・評価 改善報告（中間） （資料 3） 

意見交換 

資料 1～3 

2025 年度学生便覧 

2025 年度学生便覧（日本語学

科用） 

 

Ｎo 議  題 内     容（決定事項） 

1 2025年度教育活動報告

（資料 1） 

①全体報告（資料のとおり） 

・その他：叡啓大学の食堂利用について 

 本校に食堂がないため、昼食をコンビニのカップ麺などで済ませている学生が

多かったが、叡啓大学と連携し、10月から叡啓大学の食堂を利用できるようにな

ったことで、昼食内容の選択肢が広がる等、学校での過ごしやすさの提供へつな

がった。 

➁各学科報告 

<介護福祉学科＞ 

・社会貢献活動について 

介護、保育、桜ケ丘高校 2・3 年生 計約 150 名が 5 グループに分かれて水曜

日の午前中に地域で活動している。 

活動例：100 歳体操、カレーの会、トリニティキッチン（一人暮らしの男性対象）、

e-スポーツ、白島老施連とのサロン活動、e-キッズ（夏休みの小学生支援）、基

町ペタンクサークル、フレンドリースペース（地域の就学前で自宅にいる子どもと

保護者対象）、西区福祉センター依頼の高齢者スマホ教室、外国人交流会など。 

学校では学べないことを学び、外でさまざまな人とコミュニケーションをとる機会と

なる。⇒学生募集にもつながる。 

・介護福祉士会全国大会（三重県）参加 

卒業後に自分が所属する職能団体を知ること、学生のうちから業界の流れをみ

ることが大切と考え、全員で参加する。 

＜こども保育学科＞ 

・社会貢献活動について 

こども保育学科が参加し始めて今年で 2 年目になる。活動として充実してきてお

り、今から結果が見えてくると思われる。 

（活動内容は介護福祉学科を参照） 

・退学者 2名 
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Ｎo 議  題 内     容（決定事項） 

1名は進路変更。1名は体調不良による本校退学であるが、近大を残すことで保

育士資格を取りたいという希望を叶える。 

・こども保育学科は卒業と同時に保育士・幼稚園教諭がとれる。細やかで丁寧な

指導と学びの充実、教員間の情報共有をしっかり行っている。 

・就活は順調。保育園 3名、こども園 2人、施設 1人の計 6/10人内定。 

＜臨床工学科＞ 

・２０２４年 2 回目の教育課程編成委員会での意見を受け、3 年生で初めて行っ

ていた病院実習を 1,2 年生の終わりに各 1 週間ずつ組み入れたカリキュラムに

変更した。（1・2年次に各 1週間、3年次に 5週間） 

早いうちから医療現場を見ることで学生の意識が高まることが期待される。 

実習では知識技術だけでなく、接遇も大切なので、1 年次から接遇や立ち居振る

舞いの授業も取り入れた。 

・国家試験対策について 

今の段階で 6割を超える学生は少ないが、例年ここから伸びて来るので、今から

に期待している。 

・就職活動について 

内定 1名はまだ少ない（国家試験がダメなら内定取り消し） 

3月にも求人が来るので、国家試験が済んでから活動を行う学生もいる。 

<日本語学科＞ 

・学習計画表を 2 ヵ月に 1度見直しを行う。 

・日本語学習の検定は、読む・聞くの力を測るものであり、話す力は測れない。そ

のため、話す力が伸びないことが問題。進学の際に面接は合格できても、進学し

てからや社会に出てから困るため、日本語コミュニケーションの向上を図ってい

る。 

・学生の様子 

全体的に遅刻欠席はほぼ無い。クラス内でも、日本語能力が高い学生と低い学

生がおり、低い学生には母語を交えて対応している。 

アルバイトは週 28 時間まで可能。申告漏れに対しては指導を行う。生活面での

ｸﾚｰﾑなどについては事務職員と一緒に対応中。 

・今後の予定 

1～2月に 3回、やさしい日本語講座開催予定。 

12月の日本語検定は受験する学生が優秀なので、N2合格に期待できる。 

・進学について 

卒業予定 40人。うち 22人進学、13人介護福祉学科に進学、就職 1人（面接に

進み中）。現在、4人が不合格。 

2 2025年度自己評価 

（中間報告）について 

（資料 2） 

①重点目標について（資料のとおり） 

・SHR欠席率が悪くなっている。クラスで対策をとる。 

・広報募集関係 

今年度の 1 次入試の結果は目標を 10 人下回っている。（介護-6、保育+2、臨床

-6）入学者推移では昨年一般生の入学者が 41 人だったが、それから比べると 1

次入試の時点で 53人と、プラス 12人である。今週末の入試で 2名出願があり、

入試は 3月まで続くので、可能性のある生徒を後追いしながら上乗せをはかる。 

12 月は 2027 年度募集のスペシャルオープンキャンパスを行う。昨年は 80 名の

参加実績だったが SNSなどの内容を充実させ、今年は 100名の参加を目指して

いる。 

3 意見交換 ご意見・アドバイス（各委員より） 

・ここ 2年くらいで学校の取り組みが変わった。特色あるものになってきた。 



 3 ３－２．学校関係者評価議事録 2025-1.docx  

 

Ｎo 議  題 内     容（決定事項） 

 地域との関わりを強くもつ社会貢献活動など、大変関心をもっている。 

 旧市内でこんなに動いている専門学校はない。 

・保育は短大が 1 校以外なくなり、高校生が 4 大に行く（高校側が大学を勧め

る。）が、現場から言うと早く現場においで…と言いたい。 

⇒今年は短大が減ったことで保育士を目指す枠が減った。そのため本校もこども

保育学科は応募増となったと考えられるが、今年だけで終わらせないよう、個性

的な授業を行うなど、入学生の満足度を上げていく。 

・合理的な配慮が必要な学生はいるか？ 

⇒本人からの申し出はないが、個別で対応している。 

・報告がスリム化できていて、わかりやすかった。 

・社会貢献活動が進化していて、それにより新入生も増えていてよい。 

 これからも地域にトリニティがあってよかったと思ってもらえる活動を行う。 

・介護 1年生に留学生が多いのはなぜか？ 

⇒日本語学科 2年生のクラスは入管の審査が通らない学生が出たため、5 人の

クラスとなった。その不足を補う形で介護進学コースにたくさん入学したため、そ

の学生が介護福祉学科に進学した。 

・自分（委員）が入院する機会があった。看護師も臨床工学技士も医療従事者が

丁寧で、接遇に感激した。勉強も大事だが、人との付き合い方も身につくように

頑張ってほしい。社会貢献活動のように、いろいろな人と触れ合うことが大切だと

思う。 

授業以外でも HRやクラスマッチなどの行事を大切に。 

・ＬＩＮＥの登録数が伸びなくなっている。5月からの登録数が示してあるが、もっと

スタートを早めればいいのではないか？ 

⇒ＬＩＮＥは報告しはじめたのが 5 月ということで、実際は内容を充実し精度をあ

げながらずっと続けている。12月のオープンキャンパスのスペシャル会が翌年の

募集の大きなスタートとなる。インスタグラムを業者に任せたり、ＹｏｕＴｕｂｅに学

生のインタビューを載せたりと内容を工夫し、ＳＮＳはよいものになってきている。

今後はそれに、高校訪問とガイダンスあわせ、さらに魅力を発信していきたい。 

・ＳＮＳを見ている。おもしろい内容で高校生に刺さりそうだと感じる。楽しそうな印

象が持てるので今後、入学者も増えていくのではないかと思う。 

・食が細くなるとよくない。叡啓大学の学食利用は大変いいと思う。 

・社会貢献活動は内容がバラエティに富んでおり、すばらしい。これをやりたいと

いう子が入学してくれるとさらによい。 

・介護と臨床は職能団体の活動に参加しているが、教育現場と職能団体が一緒

になって努力する必要があると思う。就職したあとに収入がどうなのか、きちんと

収入を得ることができるのかと考えた時に進学の時に進路が変わってしまうこと

になる。臨床は全国的に少なくなっているが、看護師は減っていない。子どもが

少なく、医療福祉で働きたい人が減っている中で、これからは職能団体と一緒に

進めていくことが必要。 

・日本語学科と日本人学生の交流は頻繁にあるのか？ 

⇒あまり多くはないが月 1スポーツなどで交流の機会はある。 

⇒お互い交流することによって、日本人の学生が留学生からやる気を学んでほ

しい。お互いにいい刺激になるといい。 

 大変貴重なご意見をいただいた。 

残り半期、新たにいただいたご意見を活かしながら、引き続き改善計画を実施していく。 

2026年 3月に 2025年度自己点検・評価を完成させるので委員の方に評価していただきたい。 
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会議議事録 

会議名 ２０２５年度 第２回学校関係者評価委員会 学科  

開催日時 令和 8年 3月 26日(木) 18:30～20:10 開催場所 本校 基礎工学実習室 

参 加 者 

学校関係者評価委員（50音順） ※トリニティカレッジ広島医療福祉専門学校 

柿木田健：社会福祉法人広島常光福祉会 理事長 

田渕 

 

 

塚広学校長 

田渕 譲：卒業生代表 

  

宅野教務部長・斎木事務課長 

前 眞一郎：高等学校代表 

 

 

各科学科長：河地・杉野・坂本・寺藤（副学科長） 

宮本 照彦：中央内科クリニック 事業運営本部長  

米川 晃：学校法人 青葉学園 理事長  

議 題 

1 

2 

3 

4 

5 

 

2025年度教育活動報告（資料 1） 

2025年度自己評価結果について（資料 2～4） 

2026年度重点目標について（資料 5、6） 

意見交換 

学校関係者評価シート記載・提出 

資料 1～6 

学校関係者評価シート 

（参考）留学生の生活 

介護福祉学科事例研究 

発表会冊子 

 

Ｎo 議  題 内     容（決定事項） 

0 学校長挨拶 ・ご多用の中、ありがとうございます。 

・本校がある上幟町は地域が熱く、活発に活動している地域です。この地元のま

とまりの利を活かして、社会貢献活動を中心とした教育活動を行っています。 

まだまだできることがあると思っています。 

・留学生については経営の安定という一面もありますが、入国した留学生が日本

語を学ぶだけでなく、日本の文化を知り、共生することで友好の懸け橋になって

もらいたいと思います。 

・これらを達成するために教職員一同、進むべきベクトルを１つにし、頑張ってい

きます。今日はそのためにさまざまなご助言をいただきますよう、よろしくお願い

します。 

1 2025年度教育活動報告

（資料 1） 

第 1回委員会で報告した後（10月以降）の活動について、各部署より報告を行っ

た。 

2 2025年度自己評価結果

について（資料 2～4） 

 

2025年度重点目標についての最終報告（資料 2） 

2025年度自己点検・評価表（資料 3）について 

評価が変わった項目について報告した。 

3 2025 年度 重点目標に

ついて（資料 5，6） 

2026 年度の学校評価（自己評価）スケジュールを示し、2026 年度の重点目標を

提示した。 

4 意見交換 ご意見・アドバイス 

・今、日本人の学生もレポートの作成を AI で行っている状況がみられる中で、事

例研究発表会の資料を留学生も日本語で自分で作成しているということが素晴

らしい。 

・保育の卒業生の就職先に幼稚園がないのは、給与が低いからだろう。保育園
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Ｎo 議  題 内     容（決定事項） 

やこども園は処遇改善がなされているが、幼稚園が一番低い。 

・日本語学科の留学生が防災センターを見学見学しているが、国によって災害に

対する対策は異なるか。→日本に来て、大雨・台風、地震が怖いという。 

・臨床工学技士の国家試験の合格率が例年に比べて非常に低いが問題が難し

かったのか。→教育課程が変わったことや内容は大きく変わっていないが問わ

れ方が少し違っていたのかもしれない。 

・高等教育の無償化を受けている学生はどれくらいいるか。→3割程度。 

・トリニティはいい内容を持っているのに学生募集が伸び悩んでいる。オープンキ

ャンパスはどのくらいやっているのか。→年間 14 回程度。高校生の減少、介護

福祉士はなりたい人が減る、臨床工学技士は知名度がない、保育は短大が減っ

たため受け皿が減ったことから次年度は入学者数が増えている。今後 2～3年が

勝負だと思う。 

・保育、障がいへの就職も４年制大学の学生は理論はできるが現場で対応でき

ない、大学院まで行くと現場でなく研究職に行ってしまう。専門学校をアピールし

たい。 

・運営会議の回数を増やしているが、これから大事なのは会議の内容の周知徹

底をしっかりすること。 

・校長の授業観察と個別面談は教員の指導力向上のための人材育成として行う

といい。教員のモチベーションをいかに継続するか、また、教員が学生に全てを

教えきるのは時間がないため、授業の中でいかに学生のやる気に火をつけるか

という指導など。 

・就職率 100％はいいが、定着率も大切。立派なホームページを作っているが、

就職率 100％を載せる時に勤務先（就職先）も載せたらいいのではないか。PR

のしかたを工夫する。 

・多子世帯は多いのか。→扶養の子どもが 3人以上の多子世帯はかなり多い。 

・社会貢献活動は素晴らしい活動なので、今後とも続けてほしい。 

・社会貢献活動で連携している高校生はどれくらい入学するか。→15人中 5人。 

・定員変更は経営的なことが理由か。→日本人の募集が厳しいという点もある

が、留学生がいつまでも多いかは不明なので、日本人と留学生の人数を半々ぐ

らいでキープしたいと思っている。 

・実習先や就職先でよくしてもらっているところというのは変化しているか。→保

育は基本的に実習園に就職する学生が多いので、1 年次の 10 月に実習先を決

める時にしっかりと考えて行きたい園を決めさせる。介護は施設側から新規契約

を求められる。実習先が就職につながることが多い。最近は全く関係がない田舎

の施設に宿泊実習を希望する学生もおり、手厚く指導してもらうことで就職を決

めることもある。臨床は実習項目に制約があるため、基本的に大きな病院が実

習先になる。今回、実習を分割したため、診療科がそろっていなくても実習に行

けるようになった。実習先を広げることができる。 

 大変貴重なご意見をいただいた。 

いただいたご意見を今後の学校運営に反映させ、少しずつよい学校になるよう、改善していきたい。 

最後に評価シートの提出をお願いした。（返信封筒配布で後日提出） 

 



2025 年度 学校関係者評価 

＜各項目の評価＞ 

評価項目 
委員の 

評価平均 

理由・意見 

→意見に対する学校の考えや改善方策 

０ 重点目標の設定や改

善方策は適切か 
3.8 

・毎年大きく変わるものではない。現状分析をして将来

構想を明確に。 

・教員研修を年 3 回行っていないので 2026 年度は行っ

てほしい。→引き続き重点目標として計画的に実施す

る。 

１ 教育理念・目標の評

価や改善策は適切か 
4.0 

・特になし。 

 

２ 学校運営の評価や改

善策は適切か 
3.8 

・不要な項目が多いのでは。→2026 年度より学校教育

法の一部改正に伴い項目を変更する予定。 

・評価が上がっており良いと思う。運営会議でどんな内

容の会議をされているのか知りたい。→月 1 回の運営会

議では、主に年度初めに立てた改善計画に基づいた改善

報告と情報共有を行っている。 

３ 教育活動の評価や改

善策は適切か 
3.6 

・専門性の向上、指導力の向上が大切。 

・授業シラバス、カリキュラム作成についての評価が不

十分だと感じる。→改善に着手できていない項目があ

る。毎年少しずつでも改善できるよう努める。 

４ 学修成果・教育成果

の評価や改善策は適切か 
3.8 

・就職率 100%を目指し、定着率の向上を。社会性を身

につけることが大切。→引き続き就職率 100%が達成で

きるよう努める。 

・資格取得に対する各学科の目標や取り組み、その成果

が出ているのではないかと感じる。 

５ 学生支援の評価や改

善策は適切か 
3.8 

・自己評価の低い項目に対する改善方策を具体的に。→

保証人及び卒業生との接点が少ないことが課題である

ので、取り組める内容から少しずつ改善していく。 

・前年度と比較して退学率が下がっており良いと感じ

た。 

６ 教育環境の評価や改

善策は適切か 
4.0 

・特になし。 

７ 学生の受入れ募集の

評価や改善策は適切か 
3.8 

・来年度もオープンキャンパスや SNS を中心に受け入

れ募集に力を入れて頑張ってほしい。→今の取り組みを

継続しつつ、常に微修正しながら改善していく。 

８ 教育の内部質保証シ

ステムの評価や改善策は

適切か 

3.8 

・改善策を具体的に。→評価の低い項目について具体的

な改善策を考える。 



評価項目 
委員の 

評価平均 

理由・意見 

→意見に対する学校の考えや改善方策 

９ 財務の評価や改善策

は適切か 
3.4 

・この項目は必要か。→2026 年度より学校教育法の一

部改正に伴い項目を変更する予定。 

・県内の専門学校はトリニティだといわれるぐらい力

を入れて学生数を伸ばしてほしい。 

10 社会貢献・地域貢献

の評価や改善策は適切か 
3.8 

・改善策を具体的に。→評価の低い項目について具体的

な改善策を考える。 

・社会貢献、地域連携を積極的に。 

・ボランティアを含めとても良い活動を学生が企画運

営していると思う。社会に出て役に立つ経験となると感

じる。 

11 国際交流の評価や改

善策は適切か 
3.8 

・難しい問題だと思う。 

・適正校クラスⅠに選定されたことは素晴らしいと思

う。 

＜その他＞ 

 

＜評価基準＞ 

評価 基 準 

4 適切である。 

3 ほぼ適切である。 

2 やや不適切である。 

1 不適切である。 

 


